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【東北ブロック】  

官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 角田市役所 

②事業名 旧小田小学校有効活用事業 

③本事業の現在の検討ステ

ージ 

以下の中から本案件の検討ステージを選択してください。 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

 

角田市南部に位置する小田地区の旧小田小学校の土地（特に校

舎）を利活用したいが、具体的に決まっておらず、民間事業者か

らの助言・提案を踏まえ決める予定としている段階です。 

廃校した 2階建て校舎は、現在 2階部分は、文化財の保管場所

として利用しており、1 階部分は施設の耐震化の問題から活用方

法が決まらないままとなっている。 

④サウンディングの目的 旧小田小学校の土地・建物等の有効活用する際に、①市場性の

把握。②民間事業者の活用アイディアの収集。③参入しやすい公

募条件の設定などの提案を求めている状況。 

地域の要望としては、「地区民が集まれる場所」としての希望が

あり、施設の活用は地区民と共有でき、事業費等も余りかけずに

できればと考えている。そのため、助言・提案を受け方針等を決

めていきたい。 

⑤民間事業者に対する質問

事項 

官民連携手法としてどのような手法が想定され得るか、また、

どの手法が適しているかについて提案いただきたい。 

⑥対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではありま

せん 

1.設計   2.建設   3.ビル管理   4.金融   5.保険 

6.不動産  7.運営 

8.その他（                     ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.管理運営のみ 

5.公有地活用    6.包括委託 

7.その他（             ） 

②事業内容 旧小田小学校の土地・建物等の有効活用 
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※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

③現状及び課題 H25に地元区民より、旧小田小学校跡地利用に関する検討結果

報告書（主に校舎分）の提出を受けたが、耐震補強等に要する経

費が、嵩むため実施するに至らなかった。また、建物を解体した

場合は、国への補助金等の返還も出てくる。体育館、校庭はスポ

ーツ団体等に貸し出しをしているが、プールは既存のままである。 

給排水設備は、震災で破損しており、復旧工事は施していない。 

④前提条件 旧校舎の有効活用で前提であるが、状況により解体等はあり得る 

1階部分のみの活用や部分活用の提案も可。 

⑤事業スケジュール（予定）  

 

（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 角田市小田字福田 56－1（南角田駅から徒歩 40分） 

 

②敷地面積 校地面積 14,132㎡、校舎面積 1,560㎡ 

 

③土地利用上の制約 なし 

 

④ 所有者 市 

 

⑤周辺施設等 隣地に、小田自治センター、小田児童館（休館中）が立地 

 

⑥対象地周辺の一般的なイ

メージ 

田園地域 

 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

 

 

 

 

（３）対象施設   

4-1．建物 既存 整備後（予定） 

①施設名称 旧小田小学校 

 

 

②施設の延床面積 校舎 1,560㎡ 

 

 

 

③建物の構成（構造、階数） RC、２階  

④主な施設の内容、導入機

能 

教室（６）、音楽室等の特別教室 

 

 

⑤運営状況 

(運営主体、事業手法等） 

なし 
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⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

  

4-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

①施設名称   

②規模、能力 等   

③運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

  

④その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

  

 


